
 

 












 







 





 













 

 





 

 

























 









 









 

 

 









 















 

 





 

 







 

 

 

 

 





 



 

 









 







 



       









  


 

 

 

  





  




 

  







   

   

  

    




 

  

  







 











 





   

   

 
 





   

   







 

 


 



 





 

   

                     

      

                 

     

            

          

                     

             

            

          

            

     

            

    

    

               

    

            

                   

           

 



 



 

 







  

 

 

 

 

  

 

 

 



  





  



 















 













 









 

 





 











  



    





 

   

    

    



     





    

    













      

   











 







 



 





 














































 





 





 







  





 



 















   































 









 



 

 











 





 











 



  
























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（様式第１号－１） 

  年  月  日 

大阪府知事 様 

住 所 

団体名 

代表者 職・氏名             

 

年度 大阪府芸術文化振興事業計画書 

 

 年度において、補助金の交付を受けたいので、大阪府芸術文化振興補助金交付要綱第６条の規定

により、下記のとおり事業計画書を提出します。 

 

記 

事 業 名  

事 業 分 野 

（該当分野に○をすること。複数選択可） 

音楽 ・ 舞踊 ・ 演劇 ・ 伝統芸能 ・ アート ・ 出版 ・ 文学 

その他（           ） 

事業開始予定日    年  月  日 

事業終了予定日    年  月  日 

事 業 の 目 的 

 

 

 

事 業 の 効 果 

（事業実施や事業目的を達成することによる、当該分野や社会・地域への波及効果について詳細に記

載） 

 

 

補助金獲得に

よる事業への

影 響 

（補助金を使用することで事業にどのような効果があるか詳細に記載） 

 

 

事 業 内 容 

（実施時期、実施回数、プログラム等、主なアーティスト及びその人数など） 

 

 

（実施会場、のべ観客（参加）者数） 
 

 

（事業の中核を担う人物(プロデューサーなど)の経歴を詳細に記載） 

 
 

（障がいの有無、国籍、経済的状況などにかかわらず、誰もが参加、鑑賞しやすい合理的な配慮について

詳細に記載） 

（他団体との連携について詳細に記載） 

 

 

（上記のほか、特に斬新性・新規性が高く、他の団体のモデルとなる等の波及効果が期待できると認められる場合

は、その内容を詳細に記載） 
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補助期間終了

後の事業展開 

（翌年度の事業展開について詳細に記載） 

 

 

（翌々年度以降の事業展開について詳細に記載） 

 

 

共 催 者 名  
共 催 内 容 
（具体的に） 

 

後 援 者 名  
後 援 内 容 
（具体的に） 

 

協 賛 者 名  
協 賛 内 容 
（具体的に） 

 

交付を受けようす

る 補 助 金 の 額 

補助対象経費の１／２を算出（千円未満切捨）・・・Ａ 

補助対象経費     円×１／２＝     円 

 

補助対象経費と入場料等収入の差額を算出（千円未満切捨）・・・・・Ｂ 

補助対象経費     円－入場料等収入額    円＝差額    円 

 

交付を受けようとする補助金の額は以下により記入 
Ａ＞Ｂの場合はＢ（ただし、１００万円を超える場合は１００万円） 

Ａ≦Ｂの場合はＡ（ただし、１００万円を超える場合は１００万円） 

金     千 円 

※各記入欄は必要に応じて拡大してください。 
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（様式第１号－２） 

団体の概要 

団 体 の 名 称 
 

 

団 体 の 所 在 地 
〒 電話番号 

ＦＡＸ 

 

団体設立年月日  
団体ホームペ

ージアドレス 
 

団体の主な事業  

団体の資産及び

負 債 

純資産：       円 

負 債：       円 

組 織 

（役職員の状況） 

構成員数：      名 

役員数：       名 

（団体構成員及び加入条件等） 

 

沿 革  

目 的  

最 近 ３ 年 間 

の 活 動 状 況 

年度 年度 年度 

   

最 近 

３年間 

の財政 

状 況 

総 収 入    

総 支 出    

当期損益    

他 の 補助 

金 ・ 助成 

金 等 受領 

実 績 

   

※規約等（法人の場合は定款、寄附行為等）及び現時点の役員名簿を添付すること。 

※各記入欄は必要に応じて拡大してください。 
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（様式第１号－３） 

実行委員会の中核となる団体の概要   ※事業者が実行委員会の場合に記入 

実行委員会の中核と

な る 団 体 の 名 称 

 

 

団 体 の 所 在 地 
〒 電 話 番 号 

Ｆ Ａ Ｘ 

 

団体設立年月日  
団体ホームペ

ージアドレス 
 

団体の主な事業  

団体の資産及び

負 債 

純資産：       円 

負 債：       円 

組 織 

（役職員の状況） 

構成員数：      名 

役員数：       名 

（団体構成員及び加入条件等） 

 

沿 革  

目 的  

最 近 ３ 年 間 

の 活 動 状 況 

年度 年度 年度 

   

最 近 

３年間 

の財政 

状 況 

総 収 入    

総 支 出    

当期損益    

他 の 補助 

金 ・ 

助 成 金等 

受 領 実績 

   

※規約等（法人の場合は定款、寄附行為等）及び現時点の役員名簿を添付すること。 

※各記入欄は必要に応じて拡大してください。 



収支予算書

金額（円）

小計

小計

小計

（様式第１号－４）

事
業
収
支
予
算

補
助
対
象
外
経
費

計

支
出

収
入

内訳

入
場
料
等
収
入

自己負担金

計

補
助
対
象
経
費

科目
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 15

令和６年度芸術文化振興事業計画書 チェックシート 

 

１．団体名及び事業名 

団 体 名  

事 業 名  

２．担当者連絡先 

記入内容についてお問い合わせをすることがあります。必ず連絡のつく連絡先をご記入ください。 

部 署  

役 職  

氏 名  

電 話 番 号  

Ｅメールアドレス  

 

３．以下について、提出前に最終確認をしてください。 

【応募資格】 

□ 府内に活動拠点（事務所）がありますか？ 

□ 募集要項Ｐ１ １（１）～（３）のいずれかの団体に該当しますか？ 

□ 応募する事業の実績がありますか？ 

□ 募集要項Ｐ１下段の応募できない者に該当しませんか？ 

 

【補助対象事業】 

□ 応募する事業は大阪府内で実施しますか？ 

□ 応募する事業は営利目的ではありませんか？（入場料などの収入はとることはできます。） 

□ 文化を通じた次世代育成を主たる目的とするもの（子どもや青少年を中心とした府民を対象とした芸術

文化事業）ですか？（詳細は募集要項Ｐ２をご覧ください。） 

□ 対象事業は広く一般に開かれた事業ですか？ 

□ 宗教的又は政治的な宣伝意図は有していませんか？ 

 

【実施期間】 

□ 令和６年４月１日～令和７年３月31日までに実施する事業ですか。 

 

【添付書類】 

□ 定款、寄附行為又はこれらに類する規約等を添付しましたか？ 

 

【様式第１号－１ 事業計画書】 

□ 提出年月日を右上に記入しましたか？ 

□ 団体名に記入している団体が主催者ですか？ 

□ 主催者が実行委員会形式で事業を行う場合、様式第１号－３を記入しましたか？ 

□ 事業の目的、事業の効果、補助金獲得による事業への影響について詳細に記入しましたか？ 

□ 事業の内容について、記入のポイントを参考の上、漏れなく詳細に記入しましたか？ 

□ 交付を受けようとする補助金の額は、再計算し、間違っていないか確認しましたか？ 

 

【様式第１号－４ 収支予算書】 

  □ 単位は円単位ですか？ 

□ 内訳や合計を再計算し、間違っていないか確認しましたか？ 

□ 収入の計と支出の計は合致していますか？ 

□ 補助対象経費、補助対象外経費、記入できない経費の区分は募集要項Ｐ３～４経費区分表のとおりです

か？  

□ 経費の内訳は具体的な名称になっていますか？ （「雑費」「予備費」「その他」等は認められません。） 

 

【その他】 

□ 控えとして提出物の写しをとりましたか？ 
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（様式第１号－１） 

  年  月  日 

大阪府知事 様 

住 所 

団体名 

代表者 職・氏名             

 

令和６年度 大阪府芸術文化振興事業計画書 

 

 令和６年度において、補助金の交付を受けたいので、大阪府芸術文化振興補助金交付要綱第６条

の規定により、下記のとおり事業計画書を提出します。 

 

記 

事 業 名 ※ポスター等に表示する事業名を記入してください。 

事 業 分 野 

（該当分野に○をすること。複数選択可） 

音楽 ・ 舞踊 ・ 演劇 ・ 伝統芸能 ・ アート ・ 出版 ・ 文学 

その他（           ） 

事業開始予定日 年  月  日 

事業終了予定日 年  月  日 

事 業 の 目 的 

 

※公演・出版・展示等を行う目的等を簡潔に記入してください。 

 

事 業 の 効 果 

（事業実施や事業目的を達成することによる、当該分野や社会・地域への波及効果について詳細に記

載） 

 

補助金獲得に

よる事業への

影 響 

（補助金を使用することで事業にどのような効果があるか詳細に記載） 

 

(例)・補助金を獲得することで、入場料を安価に設定できるようになる。 

  ・補助金を獲得することで、小道具により費用をかけられるため、作品の質が上がる。 

事 業 内 容 

（実施時期、実施回数、プログラム等、主なアーティスト及びその人数など） 

 

 

（実施会場、のべ観客（参加）者数） 
 

※会場は予約や仮予約していることが望ましい。そうでない場合は想定している

会場やその規模を詳細に記載してください。 

（事業の中核を担う人物(プロデューサーなど)の経歴を詳細に記載） 

 

※事業の質を図るポイントとなりますので、必ず詳細に記載してください。複数人い

る場合は全ての方について記載してください。 

（障がいの有無、国籍、経済的状況などにかかわらず、誰もが参加、鑑賞しやすい合理的な配慮について

詳細に記載） 

（他団体との連携について詳細に記載） 

 

 

※準備段階から記入するのではなく、本番やワー

クショップの時期について記入してください。 

記入のポイント 
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（上記のほか、特に斬新性・新規性が高く、他の団体のモデルとなる等の波及効果が期待できると認められる場合

は、その内容を詳細に記載） 

 

今後の申請者

の展開 

（翌年度の事業展開について詳細に記載） 

 

 

（翌々年度以降の事業展開について詳細に記載） 

 

 

共 催 者 名  
共 催 内 容 
（具体的に） 

 

後 援 者 名  
後 援 内 容 
（具体的に） 

 

協 賛 者 名  
協 賛 内 容 
（具体的に） 

 

交付を受けようす

る 補 助 金 の 額 

補助対象経費の１／２を算出（千円未満切捨）・・・Ａ 

補助対象経費     円×１／２＝     円 

 

補助対象経費と入場料等収入の差額を算出（千円未満切捨）・・・・・Ｂ 

補助対象経費     円－入場料等収入額    円＝差額    円 

 

交付を受けようとする補助金の額は以下により記入 
Ａ＞Ｂの場合はＢ（ただし、１００万円を超える場合は１００万円） 

Ａ≦Ｂの場合はＡ（ただし、１００万円を超える場合は１００万円） 

金     千 円 

※各記入欄は必要に応じて拡大してください。 
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（様式第１号－２） 

団体の概要 

団 体 の 名 称 
 

 

団 体 の 所 在 地 
〒 電話番号 

ＦＡＸ 

 

団体設立年月日  
団体ホームペ

ージアドレス 
 

団体の主な事業  

団体の資産及び

負 債 

（例） 

資産 団体事務所（土地○△㎡、建延□△㎡） 

預貯金等  ○○万円 

負債 △△万円 

組 織 

（役職員の状況） 

構成員数：      名 

役員数：       名 

（団体構成員及び加入条件等） 

 

沿 革  

目 的 ※定款、寄附行為、会則等に記載されている目的を記入してください。 

最 近 ３ 年 間 

の 活 動 状 況 

令和 年度 令和 年度 令和 年度 

   

最 近 

３年間 

の財政 

状 況 

総 収 入    

総 支 出    

当期損益    

他 の 補助 

金 ・ 助成 

金 等 受領 

実 績 

   

※規約等（法人の場合は定款、寄附行為等）及び現時点の役員名簿を添付すること。 

※各記入欄は必要に応じて拡大してください。 
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（様式第１号－３） 

実行委員会の中核となる団体の概要   ※事業者が実行委員会の場合に記入 

実行委員会の中核と

な る 団 体 の 名 称 

 

 

団 体 の 所 在 地 
〒 電 話 番 号 

Ｆ Ａ Ｘ 

 

団体設立年月日  
団体ホームペ

ージアドレス 
 

団体の主な事業  

団体の資産及び

負 債 

純資産：       円 

負 債：       円 

組 織 

（役職員の状況） 

構成員数：      名 

役員数：       名 

（団体構成員及び加入条件等） 

 

沿 革  

目 的  

最 近 ３ 年 間 

の 活 動 状 況 

令和 年度 令和 年度 令和 年度 

   

最 近 

３年間 

の財政 

状 況 

総 収 入    

総 支 出    

当期損益    

他 の 補助 

金 ・ 

助 成 金等 

受 領 実績 

   

※規約等（法人の場合は定款、寄附行為等）及び現時点の役員名簿を添付すること。 

※各記入欄は必要に応じて拡大してください。 

 



【記入要領・記入例】

（様式第１号－４）

収支予算書

金額（千円）

入場料収入 1,700

広告料 1,000

プログラム売上代 900

協賛金 400

助成金 2,000

小計 6,000

717

6,717

2,100

3,700

697 謝金　100,000円

　会場整理員謝金　100,000円

旅費　40,000円

　出演者交通費　1,000円×40名＝40,000円

広告宣伝費　500,000円

　雑誌広告費　100,000円×４社　50,000円×２社

印刷費　6,000円

　ちらし印刷費　6円×1,000枚＝6,000円

記録費　50,000円

　写真費　50,000円

損害保険料　1,000円

　傷害保険　1,000円

小計 6,497

220

小計 220

6,717

※収入の計と支出の計は合致させること。

事
業
収
支
予
算

催事保険料　1,000円×50名＝50,000円

チケット販売手数料

S席＠ 5,000円×100×0.1＝50,000円

A席＠ 4,000円×300×0.1＝120,000円

　大道具費　　500,000円

　小道具費　　500,000円

　衣装費　　　500,000円

　舞台スタッフ費　500,000円

運搬費  200,000円

補
助
対
象
外
経
費

会場費・舞台費等

謝金・旅費・宣伝
費等

　300,000円×３名＝900,000円

　200,000円×３名＝600,000円

計

文芸費　350,000円

出演料　1,500,000円

音楽費　250,000円

　借譜料　150,000円

　編曲料　100,000円

　道具運搬費　200,000円

　演出料○○氏　200,000円

　振付料△△氏　150,000円

会場費　1,500,000円

出演・音楽・文芸
費等

500円×1,800部＝900,000円

200,000円×２（○○株式会社、△△株式会社）

A席＠ 4,000円×300＝1,200,000円

500,000円（○○株式会社）、500,000円（△△株式会社）

　会場使用料　1,000,000円

支
出

収
入

補
助
対
象
経
費

内訳

入
場
料
等
収
入

自己負担金

計

科目

2,000,000円（○△市□□助成金）

S席＠ 5,000円×100＝500,000円

　会場付帯設備使用料　500,000円

舞台費　2,000,000円

企業からの協賛金等や他の地方公共団体及

び民間団体からの補助金等の交付を受ける

場合は、申請中で決定していない場合も、

必ず収支予算書の収入欄に計上してくださ

い。ただし、本補助金は記入しないでくだ

さい。支出計と合致させて下さい。

収入計と合致させてください。

経費区分表の科目ごとに集計してください。

経費区分表の細目ごとに集計し

てください。

補助対象外経費は、経費区分表

の４項目だけです。それ以外は

記入できない経費となります。
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